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創
立
四
十
周
年
を
祝
う

夏
も
去
り
爽
や
か
な
秋
の
訪
れ
を
身
近

に
感
じ
る
咋
今
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
生

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
、
母
校
な
ら
び
に
同
窓
会
活
動
に
お

力
添
え
を
項
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。さ
て
、
今
回
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
知

ら
せ
が
ご
ざ
い
ま
す
。

母
校
は
こ
の
度
、
創
立
四
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、

皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
支
援
の
賜
物
と
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

遡
り
ま
す
こ
と
二
十
年
、
当
時
の
在
学

生

（１９

・
２０

．
２．
期
生
）
が
創
立
二
十
周

年
を
記
念
し
、
校
庭
横
の
竹
林
に
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
を
埋
め
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
あ
れ
か
ら
す
で
に
二
十
年
と
い
う
歳

月
を
経
、
時
は
す
で
に
２．
世
紀
を
迎
え
、

本
校
は
１
万
３
千
人
余
の
卒
業
生
を
世
に

『は
じ
ま
り
の
ま
ち

伊
勢
』
で
ハ
ジ
ケ
よ
う
＝

第
九
代
会
長

西
村
　
幸
彦

（第
１０
期
生
）

送
り
出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
様
方

が
真
の
国
際
人
と
し
て
各
地
で
貢
献
さ
れ

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
在
学
中

に
得
ま
し
た

″建
学
の
精
神
″
が
、
い
ま

な
お
心
の
奥
底
に
健
在
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
皇
亭
館
高
等
学
校
創
立
四
十

周
年
記
念
式
典
が
、
第
四
十

一
回
皇
高
祭

の
初
日

（９
月
１８
日
）
に
県
営
サ
ン
ア
リ

ー
ナ
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

″創
立
四
十
周
年
を
祝
う
″
と
題
し
ま
し
て
、

倉
田
山
か
ら
巣
立
っ
た
同
窓
生
の
皆
さ
ん

に

『は
じ
ま
り
の
ま
ち
　
伊
勢
』
に
久
し

ぶ
り
に
足
を
ふ
み
入
れ
、
伊
勢
大
祭
の
前

夜
祭
の
当
日

・
楽
し
い
連
体
の
ひ
と
時
を

す
ご
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
１０
月
１１
日

（土
）
に
、
大
学
記
念
講
堂
に
て
、
前
回
の

″
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
旅

行
″
以
来
の
全
体
企
画
を
実
行
委
員
会
の

:晰

も
と
、
以
下
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

予
定
し
て
い
ま
す
。

第

一
部

　

「創
立
四
十
周
年
を
祝
う
」

―
生
か
さ
れ
て
Ｉ

第
二
部

　

「記
念
講
演
」
―
原
動
カ
ー

第
二
部

　

「懇
親
〈
こＩ
ハ
ジ
ケ
よ
う
＝
―

前
回
同
様
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う

な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
よ
う
と
、
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
目
下
奮
闘
中
で
す
。

そ
れ
は
当
日
の
楽
し
み
と
し
て
さ
て
お
き
、

一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待

ち
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
ｃ
母
校
四
十
周
年
を
共
に
思
い

出
の
地
倉
田
山
で
祝
い
、
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
私
を
含
め

〔親
子
で
卒
業
生
〕

と
い
う
ケ
ー
ス
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
耳
に

い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｔ
一代
で
卒
業
生
〕

等
と
い
う
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
た
の
も
し
い

お
声
も
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
、
願
っ
て
お
り
ま
す
ｃ

め
ざ

せ
＝

親
子
三
代

卒
暴
生

謬
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在校生 (8月 1日現在)
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2年生  398名
3年生  372名
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曇

十

年

目

の
報

告

皇
學
館
高
等
学
校
長

論
語
に
曰
く

「四
十
而
不
惑
」

皇
學
館
高
校
創
立
四
十
年
目
の
状
況

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

●
絶
対
的
少
子
化
と
不
況
の
中
で
公

私
共
に
生
徒
確
保
に
難
渋
す
る
な
か

で
、
三
六
０
人
の
募
集
定
員
に
対
し
四

二
０
人
の
入
学
者
が
確
保
で
き
ま
し

た
ｃ●
昨
年
度
は
異
動
が
無
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
年
度
は
退
職
が
ら
み
で
四
人

の
新
進
気
鋭
の
若
手
教
員
と
二
人
の
進

学
指
導
強
化
の
た
め
の
特
別
講
師
が
配

置
さ
れ
ま
し
た
。

●
土
曜
日
の
特
別
講
座
は
学
則
を
変

更
し
て
正
課
の
授
業
と
し
、
年
間
八
〇

時
間
の
授
業
時
間
の
確
保
を
図
り
ま
し

た
。●
夏
休
み
開
始
早
々
か
ら
第
四
期
の

人
月
二
九
日
ま
で
延
べ
二
０
日
間
の
学

年
を
通
し
た
課
外
授
業
を
実
施
し
、
主

要
教
科
の
実
力
向
上
や
セ
ン
タ
ー
入
試

対
策
等
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

●
法
人
か
ら
近
鉄
の
五
十
鈴
川
寮
を

確
保
し
て
い
た
だ
き
、
改
装
の
上
皇
學

館
会
館
と
し
て
、
こ
の
夏
休
み
か
ら
学

荘

司
壽

一
郎

習
今
宿
や
各
種
研
修
、
部
活
動
の
合
宿

に
使
用
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
今
年
度
の
県
高
校
総
体
で
は
結
果

的
に
全
国
総
体
へ
の
出
場
を
決
め
た
の

は
、柔
道
部
と
体
操
部
の
二
つ
で
し
た
。

そ
の
他
男
子
バ
レ
ー
、
女
子
テ
ニ
ス
、

新
体
操
は
そ
れ
ぞ
れ
準
優
勝
。
薙
刀
部

は
三
位
な
ど
全
体
と
し
て
は
良
い
成
績

を
収
め
て
く
れ
ま
し
た
。

●
創
部
に
当
た
り
何
か
と
同
窓
会
か

ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
項
い
た
野
球
部
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
年
も

一
回
戦
突
破
な

ら
ず
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
レ
ギ

ュ
ラ
ー
の
殆
ん
ど
が

一
・
二
年
生
の
若

い
チ
ー
ム
。
秋
季
の
新
人
戦
か
ら
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
去
る
七
月
二
八
日
、
メ
ル
ボ
ル
ン

の
ニ
ド
リ
ー
高
校
へ
一
二
名
の
生
徒
が

二
週
間
の
予
定
で
研
修
に
出
発
し
ま
し

た
。
立
派
な
国
際
人
と
し
て
の
素
養
を

身
に
つ
け
て
帰

っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
本
′後
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
す
が
創
立
四
十
年
目
を

迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
報
告
に
変
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

今後会報だけでなく、ホーム

ページを通じて同窓会会員と

の連絡やコミュニケーシ∃ン

をよリー層深めていきたいと

考えており、現在鋭意制作中

です。ホームページのURLは
http://www.kogakkan.org/

です。開設後のホームページ

ヘのこ来訪、こ参カロを,いより

お待ち申し上げております。
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●3■60名|の卒業生の1皆様|こ|たにちは 11
実行委員長 第13期生 山本 徹人

卒業生の皆様方におかれましては各分野でさまざまな御活躍を耳にする今日この頃で心底嬉しく思っております。

さて、我が母校皇學館高等学校も創立40周年を迎え、卒業生一人ひとりが40年に渡り築いてきた伝統が礎となり

大きな躍進をとげてまいりました。ひとえに皆様・先生・学校関係者各位の方々のご尽力のたまものと感謝してお

ります。ぜひ、この節目の40周年という年に卒業生が一同に会し、共に40周年を迎えられた喜びを祝いたく今回の

企画を立てさせて頂きました。是非、普段着のまま気軽にご参加下さい。心よりお待ち申し上げます。

タイムカプセlι聞封J
第19期生 森 大亮

本年度、創立40周年を迎える我校では、

20年の時を超えたタイムカプセルを開封い

たします。

20年前、自分達がどういう考えをしてい

たのか、どんな思いを持っていたのか、19

期生 (昭和40年生)～ 21期生 (昭和42年生)

の皆さんは、この機会に是非お集まり頂

き、当時の思い出話などに花を咲かせては

女口何でしょうか。

～皇紀2643年から皇紀2663年へのメッセージ～

場
所

中
皇
學
館
大
学
　
記
念
講
堂

同
窓
会
会
長
挨
拶

学
校
長
挨
拶

４０
周
年
記
念
式
典

（９
月
１８
日

開
催
）
ス
ラ
イ
ド
紹
介

埋
蔵
品
お
披
露
ロ
タ
イ
ム
な
ど

９
月
１８
日
挙
行
予
定
の
記
念
式
典
の
ス
ラ

イ
ド
を
紹
介
し
、
卒
業
生
の
皆
様
と
共
に
皇

學
館
高
等
学
校
が
創
立
４０
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
喜
び
を

一
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
と
祝
え

れ
ば
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
２０
年
前
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

を
お
披
露
目
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
当
時
の

校
長
で
あ

っ
た
林
潤

一
先
生
を
は
じ
め
、
新

旧
教
職
員
の
先
生
方
も
多
数
ご
出
席
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
１９
～
２．
期
の
卒
業
生
の
想
い

が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
是
非
、
１９
～
２．

期
の
方
々
は
自
分
た
ち
の
想
い
出
を
目
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

131312

300030
S

開 開 受
会 場 付

「
夢
を
ひ
ら
く
」

人
類
と
は
夢
を
織
る
こ
と
の
で
き

る
、
お
そ
ら
く
唯

一
の
動
物
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
か
ら
将
来
を
イ
メ

ー
ジ
ン
グ
で
き
る
能
力
は
、
過
去
の

記
憶
の
蓄
積
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も

の
で
し
か
な
い
。
あ
る
時
代
を
美
し

く
封
印
し
よ
う
と
す
る
衝
動
は
そ
こ

に
生
ま
れ
る
。
本
来
こ
う
し
た
記
憶

は
人
生
の
ど
の
時
期
に
も
備
わ

っ
て

い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
ふ
つ
う
、
一局

校
生
を
送

っ
た
年
ご
ろ
―
―
い
わ
ゆ

る
菫
目
春
時
代
″
の
思

い
出
が
お
お

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
こ
と
が
多

い
。
そ
れ
は
不
安
定
な
な
か
に
も
心

身
と
も
に
無
限
の
可
能
性
を
備
え
た

時
代
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
し
た
時
期
の
記
憶
を
閉
じ
こ

め
て
、
後
に
な

っ
て
ふ
り
か
え

っ
て

み
た
い
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
そ
う

し
た
思

い
の
象
徴
だ
と

い
っ
て
い

い
。
二
〇
年
前
、
第

一
九
期
か
ら
二

一
期
に
在
籍
し
た
同
窓
生
は
、
そ
ん

な
思
い
出
づ
く
り
の
儀
式
を
お
こ
な

っ
た
。
母
校
が
創
立
四
〇
周
年
を
む

か
え
た
今
年
、
直
径
ｌ

ｍ
２０

Ｃｍ
の
オ

レ
ン
ジ
色
球
型
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

は
地
上
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
こ
の

十
月
十

一
日
の
日
に
開
封
展
示
さ
れ

る
も
の
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
。

第
４
期
生
　
中
村
　
豊員
史
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「
青
少

lτ,ざ

年
↓て1

る
熱
き
想
い
L

記

念

講

演

青
少
年
健
全
育
成
事
業

場
所

中
皇
學
館
大
学
　
記
念
講
堂

‐４

¨
００
～
　
受
付

‐４

¨
２０
　
　
開
場

‐５

中
００
　
　
開
会
　
実
行
委
員
長
挨
拶

記
念
講
演

講
師
　
〓逐
山
奨
志

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
投
手

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

・
遠
山
奨
志
投
手

に

講
演
を
お
願
い
し
、
青
少
年
健
全
育
成
事
業

の

一
環
と
い
た
し
ま
し
て
市
民
オ
ー
プ
ン
参

加
に
て
企
画
を
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
師
の
遠
山
氏
も
故
澤
村
栄
治
、
西
村

幸
生
両
投
手
に
ゆ
か
り
の
深
い
伊
勢
の
地
に

は
特
別
の
想
い
を
お
持
ち
で
、
又
地
域
の
青

少
年
健
全
育
成
に
役
立
て
れ
ば
と
の
想
い
が

我
々
と

一
致
し
、
今
回
の
運
び
と
合

い
な
り

ま
し
た
。
熱
血
あ
ふ
れ
る
投
球
に
て
我
々
に

共
感
を
与
え
た
遠
山
氏
の
お
話
は
必
ず
我
々

に
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

セ
リ
ー
グ
は
久
々
の
阪
神
優
勝
ム
ー
ド
に

湧
き
、
プ
ロ
野
球
今
年
の
覇
者
も
、
′
」
の
頃
に

は
決
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
し

た
タ
イ
ム
リ
ー
な
頃
、
夏
の
高
校
野
球
地
元
、

宇
治
山
田
商
業
高
校
で
も
、
二
重
県
代
表
と

し
て
が
ん
ば

っ
て
く
れ
、
開
部
３
年
日
の
本

校
野
球
部
も
、
近
い
将
来
、
よ
き
ラ
イ
バ
ル

と
し
て
燃
え
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

プロフィール

遠山 奨志 (とうやま・しょうの
昭和42年 7月 21日 生まれ

0田浦小学校 (横須賀)

O田浦中学校

0人代第 一高等学校 (熊本)(現 秀・‐館高等学校)
Oタ イガース入団→ロッテ→タイガース

Oll「年10月 14日 のり1退試合でプロ17イ Fの生活に幕を開じる

O現在、評論家として活躍 (毎 日放送・サンケイスポーツ)

ガークション

会

の
サ
ッ
カ
ー
・格
聞
技
選
手
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
お
宝
を
提
供

い

た
だ
き
会
場
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
行
い

ま
す

（収
益
金
は
後
援
先
に
寄
付
）．
参

加
さ
れ
ま
す
皆
様
は
少
し
ば
か
り
の
お

こ
づ
か
い
の
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
．

場
所

一
倉
陵
会
館
　
（会
費
１
０
０
０
円
）

‐６

¨
３。
～
　
受
付

‐７

¨
００
　
　
開
会

Ｌ
還

懇
親
〈ム　
　
●
一●

・
ス
ポ
ー
ツ
グ

ッ
ズ
　
オ
ー

ク
て
ン
ョ
ンヽ

。
大
抽
選
会

第
１
期
生
か
ら
今
年
卒
業

さ
れ
た
第
３８
期
生
に
至
る
全

卒
業
生
を
対
象
に
恩
師
の
先

生
方
を
交
え
懇
親
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
同

じ
倉
田
山
を
巣
立

っ
た
仲
間

同
士
が
年
代
の
隔
た
り
も
な

く
　
同
に
会
し
懇
親
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
企
画
し

ま
し
た
。
本
部
も
前
回
３５
用

年

（４
５
０
名
参
加
）
に
も

ま
し
て
盛
り
上
げ
よ
う
と
プ

ラ
ン
作
成
に
日
下
奮
闘
し
て

い
ま
す
。
当
日
の
お
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
講
師
の
遠
山
氏
か

ら
、
現
役
時
代
の
さ
ま
ざ
ま

な
用
品
を
は
じ
め
知
り
合
い

＞
３５
周
年
記
念
事
業

（平
成
十
二
年
）

以
上
が
４０
周
年
記
念
事
業
の
概
要
で
す
。

本
部

一
同
、
一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
が
集
い
母
校
４０
周
年
を
共
に
祝
い
、

盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
知
人

・
友
人
お
誘
い
の
上
、

気
軽
に
ご
出
席
賜
り
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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東京学芸大学

横浜国立大学

静岡大学

岐阜大学
二重大学

滋賀大学

京都大学

神戸大学

愛媛大学
高知大学

二重県立看護大学

京都府立大学

神戸市外国語大学

東北芸術工科大学

自治医科大学

尚美学園大学

国際武道大学
千葉工業大学

帝京平成大学
亜細亜大学

青山学院大学

北里大学
杏林大学

慶應義塾大学

駒澤大学

順天堂大学
上智大学

清泉女子大学

専修大学

大東文化大学

拓殖大学

中央大学
帝京大学

東海大学

東京女子医科大学

東京電機大学

東京農業大学

東京理科大学

東洋大学
二松学舎大学
日本大学
日本体育大学

明星大学
早稲田大学

神奈川大学
金沢工業大学

帝京科学大学

健康科学大学

岐阜女子大学

名古屋学芸大学

愛知大学

愛知学院大学

愛知工業大学

愛知産業大学

愛知淑徳大学

愛知学泉大学
金城学院大学

大同工業大学

中京大学

中京女子大学

中部大学

名古屋外国語大学

名古屋学院大学

名古屋経済大学

名古屋芸術大学

名古屋商科大学

藤田保健衛生大学

南山大学
日本福祉大学

名城大学
東海学園大学

桜花学園大学
皇學館大学

鈴鹿医療科学大学

松阪大学

四日市大学

鈴鹿国際大学

長浜バイオ大学

京都産業大学

京都学園大学

京都女子大学

光華女子大学

京都橘女子大学
同志社大学

同志社女子大学

佛教大学
立命館大学

龍谷大学

大阪人間科学大学

大阪学院大学

大阪経済法科大学

大阪歯科大学

大阪芸術大学

大阪国際大学

大阪産業大学

大阪樟蔭大学

大阪商業大学

追手門学院大学

関西大学

関西外国語大学

近畿大学

摂南大学
帝塚山学院大学

桃山学院大学

関西学院大学
甲南大学

甲南女子大学

神戸学院大学

神戸女子大学

姫路獨協大学
神戸親和女子大学

兵庫大学
畿央大学
天理大学

奈良大学
近畿福祉大学

岡山理科大学

平成14年6月 から平成15年2月分

次の皆様よりご寄付をいただきまし

た。誠にありがとうございました。

誌上にご芳名を掲載させていただく

ことでネし状に替えさせていただきます。

今後とも、同窓会活動に対し、深いご理解とご協

力を賜りますようお願い申し上げます。

く事務室からお願い〉

卒業証明書・成績証明書・調査書等が必

要な場合は事前に電話連絡をお願いします。

突然窓口に来ていただいても、卒業証明

書を除く他の書類については、翌日以降の

発行になります。

受付時間 月～金 A1718:30～ PM 4:00
土    AN718:30～ PA/112:00

(日・祭・第二、第四土曜はお休みです)

皇學館高等学校事務局 TEL0596-22-0205

1期 坂田  巧
2期 丸田  衛
3期 古布  明
4期 林  秀樹
5期 林  宮子 (下北)
6期 西村佳代子 (西村)
7期 望月 彰美 (中西)
石岡  格

11期  田中久美子
阪本 径子 (松田)

12期  山路 太一
13期  泉波希久子
村田奈保子

14期  上村加奈子
福井 良典
阪本  恵 (早川)

15期  石井 文香 (奥ノ坊)
17期  大道 律郎
竹田かおり(小林)

18期  山田 貴久
加藤由美子

東川 大樹

期

期

　

期

　

期

期

期

　

期

　

期

　

期

期

期

　

期

　

期

期

嶋田 智有F
竹内 知美
藤田 祐一
奥村 元彦
田中 良典
奥村理江子 (佐藤 )

三井 健弘
中西  忍
奥村 俊巳
村田 真央
見増 浩人
藤井 信行
三井 康敬
岡崎  晋平
廣  幸恵
河村 達磨
池田 有一
橋本 浩一
山本  由佳
田米   巧
北り1 晶子

学

崇城大学 ヤマハ音楽院
ユマニテク医療専門学校
ユマニテク看護専門学校
ユマニテク福祉専門学校
リハビリテーションカレッジ

ル・トーア東亜美容専門学
旭理容美容専門学校

伊勢医師会准看護学校

伊勢調理製菓
伊勢保健衛生

岡波看護専門学校

河崎医療技術専門学校

関西国際社会福祉専門学

京都栄養士専門学校

京者

`建

築専門学校
近畿医療技術専門学校

国立二重中央病院附属三
二重県厚生連看護
二重県立津高等技術学校
山田赤十字看護
四国リハビリテーション

松阪看護
青山ケンネルカレッジ

石川医粛支術専門学校

大阪ハイテクノロジー専門

大阪ビジュアルアーツ

大阪医療技術学園

大阪歯科衛生士

大阪保健福祉

大阪保健福祉専門学校
大阪法律専門学校
知多市立看護
中部ファッション

中部日本自動車整備

津看護専門学校
津田体育専門学校
辻製菓専門学校
天王寺デジタルコミュニケ

|
東京法律専門学校 |
東放学園音響技術

東洋医療専門学校
日本モータースポーツ

日本福祉大学高浜

浜松医療学院
名古屋コミュニケーション‐

名古屋ビューティーアート

名古屋ファッション専門学校

名古屋栄養専門学校

名古屋調理師学校

名張市立看護専門学校

文化女子大短大

松本短大
中京短大

中日本自動車

愛知学院短大

愛知学泉

愛知文教女子短

光陵女子短大

藤田保健衛生短

鈴鹿国際大短大
高田短大

松阪大短大部

華頂短大

京都女子大短大

大阪女子短大

関西外国語大短大
四條畷学園女子短大
常磐会短大

大阪芸術大学短期大

学部

兵庫川女子短大

奈良芸術短大

防衛大学校

職業能力開発

平成14年度(平成15年3月卒業)卒業生進路状況

LsC.erlllan lingua

ECCア ーティスト
IPC国際ペットカルチャー総
グラムール関西美容
デジタルアーツ東京
トヨタ看護専門学校
トライデント コンピュータ専
トライデント スポーツ側康
トライデント デザイン専門
ヒューマンアカデミー

ヒューマン国際大学J肥戯ヾ

進  路 男 子 女 子 合  計

進
　
学
　
者

四年制大学 14306D 115("7) 258(642)

短 期 大 学 1(05) 30(140)

専 門 学 校 28(149) 46(215) 74(184)

進学寺機者 13( 6.9) 15( 7.0) 28( 69)

就
職
者

一般 企 業 2(11) 5(23) 7(17)

公 務 員 0(00) 0(00) 0(00)
家事 。その他 1(05) 4(10)

合  計 402

同窓会の開催を支援します′
同窓会本部では、よりたくさんの年度会等を開催していただくため、支援金制度

を設けています。支援金のお渡しに際しましては、当日の名簿・集合写真等の提

出をお願いしております。開催の予定がございましたら、事前に本部 (学校事務

局)ま でご相談ください。連絡先 螢 0596(22)0205

支部会の開催  50,000円  年度会の開催  30,000円
クラス会の開催 10,000円

●募集人員  第1学年360名
●入学資格  平成16年 3月 卒業見込みの者およ

び中学卒業者。

●出願期日 1月 9日 (金 )か ら1月 16日 (金 )
午前9時 から午後3時 まで (ただし

10日 (土 )11日 (日 )12日 (月 )|ま受

付けません )

●出願手続  (1)入 学願書 (本校所定の用紙 )
(2)調査書 (本校所定の用紙 )
(3)受験料  10,000円
(受験票を以て領収書にかえます )

●入学検査  (1)日 時 1月 31日 (土 )
午前10時 までに入場完了。

(2)教科 国語 数学 英語
(3)検査場 皇學館高校

●合格発表  2月 6日 (金 )に 、合否通知を中
学校 と本人宛に発送 します。

(電話によるお問合せにはお答えできません )

● 【入試に関する問い合せ
TEL 0596(22)0205(イ t)】

イ
「


